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東京都の注目される定点把握対象疾患 ≪東京都感染症週報R6年第1５週≫ 

・インフルエンザの定点当たり報告数は、1.96 で前週より減少しています。 

・ＲＳウイルス感染症の定点当たり報告数は、1.62 で増加傾向です。 

御蔵島 

令和 6 (2024)年 第１６週 (4/15～4/21) 

≪編集・発行≫ 
東京都島しょ保健所 三宅出張所  電話 04994-2-0181   FAX04994-2-1009 
ホームぺージ URL  https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/tousyo/miyake/ 

（三宅管内感染症発生動向調査報告） 

（三宅管内感染症発生動向調査より集計） 

三宅島

新型

新型 

感染症の報告はありません 

島しょの情報  ≪第1６週 (4/１５～4/２１)≫  

（こちらの情報は各島１１島の医療機関から感染症に関する報告をいただき情報提供しています。） 

・新型コロナウイルス感染症の医療機関当たりの報告数は、1.64（第１５週 2.36）で 

島しょ全体で減少しています。 

・Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎は、発生報告が第３週からずっと続いています。 

島しょでＡ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の発生が続いています 

A 群溶血性レンサ球菌は、ごくまれに劇症型溶血性レンサ球菌感染症（いわゆる人

食いバクテリア）を引き起こしますが、一般的には上気道炎や化膿性皮膚感染症などの

原因菌で、侵入部位によって多彩な臨床症状があります。よくみられる疾患として、急性

咽頭炎、蜂巣織炎、猩紅熱などがあります。また、菌の直接の作用ではありませんが、

免疫学的機序を介して、リウマチ熱や急性糸球体腎炎を起こすことも知られています。 

感染経路は、呼吸器分泌物との接触によって伝播します。学校などでの密接な接触が

感染を助長します。 

症状は、①扁桃の炎症を伴う咽頭痛、②前頸部の有痛性リンパ節の腫大、③口蓋の 

点状出血・イチゴ舌、おう吐する時もあります。 

予防策は、接触および飛沫の予防です。手洗い、マスクの着用が有効です。 

（東京都感染症マニュアル等より抜粋） 

国立感染症研究所 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 

新型コロナウイルス感染症(COVID-19)：１件 

https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/tousyo/miyake/


令和6 (2024)年第16週 令和6年4月15日～ 令和6年4月21日 

13 週 14 週 15 週 16 週

RSウイルス感染症 0 (0) 1.62

咽頭結膜熱 0 (0) 0.26

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 3 (0) 2.86

感染性胃腸炎 15 (1) 3.92

水　　　痘 0 (0) 0.19

手 足 口 病 2 (0) 0.04

伝染性紅斑 0 (0) 0.09

突発性発しん 0 (0) 0.30

ヘルパンギーナ 0 (0) 0.02

流行性耳下腺炎 0 (0) 0.04

ＭＣＬＳ（川崎病） 0 (0) 0.03

不明発しん症 0 (0) 0.03

インフルエンザ 1 (0) 1 (0) 60 (32) 1.96

新型コロナウイルス感染症
(COVID-19)

5 (0) 1 (0) 1 (0) 37 (8) 2.42

※かっこ（ ）は、御蔵島の報告数を再掲。

 【三宅島出張所管内】 患者報告数推移グラフ

島しょ保健所三宅出張所管内 感染症発生動向調査

三宅出張所管内　定点把握対象疾患報告数
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※新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行してから１年近くたちます。

５類感染症は、感染症発生動向調査を通じ皆さまに情報提供をすることにより、

感染症の発生および、まん延・拡大を防止することが目的です。

三宅管内の感染状況は落ち着いていますが、油断せず感染対策を行ってください。


